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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月28日(2010.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）スルホン酸塩基を有する二塩基酸を１５～６５モル％の量で含有する二塩基酸成
分と分子量９００～３５００のポリエチレングリコールを含有する二価アルコール成分と
を重縮合させて得られた、分子量が３０００～３００００であり、分子中にポリオキシエ
チレン鎖を１０～４０質量％の量で有するポリエステル共重合体と、（Ｂ）スチレン化フ
ェノールアルキレンオキサイド付加物及び高級アルコールアルキレンオキサイド付加物か
らなる群より選ばれる少なくとも１種の化合物とを含有することを特徴とするポリエステ
ル系繊維材料用染色性向上剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、スルホン酸塩基を有
する二塩基酸を特定の量で含む二塩基酸成分とポリエチレングリコールを特定の量で含む
二価アルコール成分とを重縮合させたポリエステル共重合体と、スチレン化フェノールア
ルキレンオキサイド付加物及び／又は高級アルコールアルキレンオキサイド付加物とを併
用することにより、染色工程におけるオリゴマーの付着による問題や染料汚れ及びカス汚
れの問題が解決できることを見出し、この知見に基づき本発明を完成させた。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　すなわち、本発明は、スルホン酸塩基を有する二塩基酸を１５～６５モル％の量で含有
する二塩基酸成分と分子量９００～３５００のポリエチレングリコールを含有する二価ア
ルコール成分とを重縮合させて得られた、分子量が３０００～３００００であり、分子中
にポリオキシエチレン鎖を１０～４０質量％の量で有するポリエステル共重合体と、スチ
レン化フェノールアルキレンオキサイド付加物及び高級アルコールアルキレンオキサイド
付加物からなる群より選ばれる少なくとも１種の化合物とを含有することを特徴とするポ
リエステル系繊維材料用染色性向上剤を提供する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明のポリエステル系繊維材料用染色性向上剤は、（Ａ）スルホン酸塩基を有する二
塩基酸を１５～６５モル％含有する二塩基酸成分と分子量９００～３５００のポリエチレ
ングリコールを含有する二価アルコール成分とを重縮合させたポリエステル共重合体と、
（Ｂ）スチレン化フェノールアルキレンオキサイド付加物及び高級アルコールアルキレン
オキサイド付加物からなる群より選ばれる１種以上の化合物とを含有することを特徴とす
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　ポリエステル共重合体の合成に用いられる二価アルコール成分中に含まれるポリエチレ
ングリコール以外の二価アルコールとしては、エチレングリコールが好ましいが、その他
炭素数３以上のアルキレングリコール、ネオペンチルグリコール、ビスフェノールＡ、ビ
スフェノールＳ等の脂肪族、芳香族のジオール化合物などを用いることもできる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　合成例１
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５７ｇ、
分子量１０００のポリエチレングリコール８６ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込み、窒素ガ
ス雰囲気下で撹拌しながら、１５０℃から２３０℃まで約３時間かけて昇温してエステル
交換反応を行い、メタノールを系外に留出させた。次いでチタン酸テトラブチル０．１ｇ
を加えて徐々に減圧していき、内圧を約１０ｋＰａとし、２５０℃で２時間反応させてポ
リエステル共重合体３１４ｇを得た。得られたポリエステル共重合体のポリオキシエチレ
ン鎖の含有量は約２７質量％であり、分子量は１２０００であった。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　合成例２
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１５５．２ｇ（０．８モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩５９．２ｇ（０．２モル）、エチレングリコール５８ｇ、分
子量２０００のポリエチレングリコール１３１ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は
実施例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３４０ｇを得た。得られたポリエステ
ル共重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約３８質量％であり、分子量は２２０００
であった。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　合成例３
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１３５．８ｇ（０．７モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩８８．８ｇ（０．３モル）、エチレングリコール５４ｇ、分
子量１０００のポリエチレングリコール１３６ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は
実施例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３５０ｇを得た。得られたポリエステ
ル共重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約３８質量％であり、分子量は５０００で
あった。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　合成例４
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル９７ｇ（０．５モル）、５－スルホイソフタル酸ジ
メチル・ナトリウム塩１４８ｇ（０．５モル）、エチレングリコール６１ｇ、分子量２０
００のポリエチレングリコール３８ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は実施例１と
同様に操作して、ポリエステル共重合体２８０ｇを得た。得られたポリエステル共重合体
のポリオキシエチレン鎖の含有量は約１３質量％であり、分子量は９０００であった。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　合成例５
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル７７．６ｇ（０．４モル）、５－スルホイソフタル
酸ジメチル・ナトリウム塩１７７．６ｇ（０．６モル）、エチレングリコール６０、分子
量１０００のポリエチレングリコール３９ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は実施
例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体２９０ｇを得た。得られたポリエステル共
重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約１３質量％であり、分子量は３０００であっ
た。
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　合成例６
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール６１ｇ、
分子量３０００のポリエチレングリコール８３ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は
実施例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３１５ｇを得た。得られたポリエステ
ル共重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２６質量％であり、分子量は１８０００
であった。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　合成例７
　反応容器に、１，８－ナフタレンジカルボン酸１２９．６ｇ（０．６モル）、５－スル
ホイソフタル酸ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコー
ル５７ｇ、分子量１０００のポリエチレングリコール８５ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込
んだ以外は実施例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３４３ｇを得た。得られた
ポリエステル共重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２４質量％であり、分子量は
２５０００であった。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　合成例８
　反応容器に、無水マレイン酸５８．８ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタル酸ジメ
チル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５８ｇ、分子量１
０００のポリエチレングリコール６８ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は実施例１
と同様に操作して、ポリエステル共重合体２６７ｇを得た。得られたポリエステル共重合
体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２５質量％であり、分子量は７０００であった。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　合成例１２
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・カリウム塩１２４．８ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５７ｇ、分
子量１０００のポリエチレングリコール８６ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は実
施例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３２０ｇを得た。得られたポリエステル
共重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２６質量％であり、分子量は１３０００で
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あった。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　合成例１３
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、スルホテレフタル酸
ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５７ｇ、分子
量１０００のポリエチレングリコール８６ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は合成
例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３１４ｇを得た。得られたポリエステル共
重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２７質量％であり、分子量は１３０００であ
った。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　合成例１４
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、スルホテレフタル酸
ジメチル・カリウム塩１２４．８ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５７ｇ、分子量
１０００のポリエチレングリコール８６ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は合成例
１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３２０ｇを得た。得られたポリエステル共重
合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２６質量％であり、分子量は１４０００であっ
た。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　合成例１５
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、４－スルホフタル酸
ジエチル・ナトリウム塩１２９．６ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５７ｇ、分子
量１０００のポリエチレングリコール８６ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は合成
例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体２９７ｇを得た。得られたポリエステル共
重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２８質量％であり、分子量は８０００であっ
た。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　合成例１６
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、４－スルホフタル酸
ジエチル・カリウム塩１３６．０ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５７ｇ、分子量
１０００のポリエチレングリコール８６ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は合成例
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１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３０３ｇを得た。得られたポリエステル共重
合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２７質量％であり、分子量は９０００であった
。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　比較合成例１
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１７４．６ｇ（０．９モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩２９．６ｇ（０．１モル）、エチレングリコール５８ｇ、分
子量１０００のポリエチレングリコール７４ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は合
成例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体２７２ｇを得た。得られたポリエステル
共重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２６質量％であり、分子量は２００００で
あった。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　比較合成例２
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル５８．２ｇ（０．３モル）、５－スルホイソフタル
酸ジメチル・ナトリウム塩２０７．２ｇ（０．７モル）、エチレングリコール６０ｇ、分
子量２０００のポリエチレングリコール９０ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込み、窒素ガス
雰囲気下で撹拌しながら、１５０℃から２３０℃まで約３時間をかけて昇温してエステル
交換反応を行い、メタノールを系外に留出させた。次いで、チタン酸テトラブチル０．１
ｇを加えて徐々に減圧していったところ、内圧が約３０ｋＰａとなったときに攪拌ができ
なくなり、その後の反応を継続することができなかった。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　比較合成例３
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５６ｇ、
分子量８００のポリエチレングリコール８３ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は合
成例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３１０ｇを得た。得られたポリエステル
共重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２６質量％であり、分子量は９０００であ
った。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　比較合成例４
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　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール６１ｇ、
分子量４０００のポリエチレングリコール８３ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外は
合成例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体３１５ｇを得た。得られたポリエステ
ル共重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約２６質量％であり、分子量は１２０００
であった。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　比較合成例５
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール６２ｇ、
分子量２０００のポリエチレングリコール２４ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込み、窒素ガ
ス雰囲気下で撹拌しながら、１５０℃から２３０℃まで約３時間をかけて昇温してエステ
ル交換反応を行い、メタノールを系外に留出させた。次いで、チタン酸テトラブチル０．
１ｇを加えて徐々に減圧していったところ、内圧が約４０ｋＰａとなったときに攪拌がで
きなくなり、その後の反応を継続することができなかった。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　比較合成例６
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール４９ｇ、
分子量１０００のポリエチレングリコール２１８ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込んだ以外
は合成例１と同様に操作して、ポリエステル共重合体４３８ｇを得た。得られたポリエス
テル共重合体のポリオキシエチレン鎖の含有量は約４８質量％であり、分子量は１６００
０であった。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　比較合成例７
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５７ｇ、
分子量１０００のポリエチレングリコール８３ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込み、窒素ガ
ス雰囲気下で撹拌しながら、１５０℃から２３０℃まで約３時間をかけて昇温してエステ
ル交換反応を行い、メタノールを系外に留出させた。次いで、チタン酸テトラブチル０．
１ｇを加えて徐々に減圧していき、内圧が約３０ｋＰａとなったところで反応を終了させ
、冷却してポリエステル共重合体３１２ｇを得た。得られたポリエステル共重合体のポリ
オキシエチレン鎖の含有量は約２６質量％であり、分子量は２３００であった。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　比較合成例８
　反応容器に、テレフタル酸ジメチル１１６．４ｇ（０．６モル）、５－スルホイソフタ
ル酸ジメチル・ナトリウム塩１１８．４ｇ（０．４モル）、エチレングリコール５７ｇ、
分子量１０００のポリエチレングリコール８３ｇ及び酢酸亜鉛０．１ｇを仕込み、窒素ガ
ス雰囲気下で撹拌しながら、１５０℃から２３０℃まで約３時間をかけて昇温してエステ
ル交換反応を行い、メタノールを系外に留出させた。次いでチタン酸テトラブチル０．１
ｇを加えて徐々に減圧していき、内圧を約９ｋＰａとし、２５０℃で５時間反応させてポ
リエステル共重合体３１１ｇを得た。得られたポリエステル共重合体のポリオキシエチレ
ン鎖の含有量は約２６質量％であり、分子量は３４０００であった。
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